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論文審査結果の要旨           

 

ダイオキシンは, 男性の思春期発来や生殖機能に影響を及ぼすという報告があり, これ

はダイオキシンが胎児のテストステロン濃度に影響を与えている可能性を示唆するもので

ある。今までの疫学研究では, 胎児のダイオキシン濃度は検体収集の困難さから, 母乳中

ダイオキシン濃度を代用として測定してきた。この研究では, 母乳中と臍帯血中の TCDD

濃度と総毒性量は高い正相関を示しており, 母乳中ダイオキシン濃度測定によって, 胎児

へのダイオキシン曝露量を推定できると考えられる。また, 男児では母乳中 TCDD の高濃

度群で臍帯血テストステロンの減少をきたし, 女児では, 母乳中ダイオキシンの総毒性等

量増加に伴い臍帯血テストステロンが低下するという負の相関関係が認められた。 

以上より, 周産期ダイオキシン暴露と胎児のテストステロン濃度低下との関係を明らか

にした。 

筆者らのグループは, 同じ地域でのコホート研究にて, ダイオキシンと自閉症との関係

を報告しており, このような高濃度曝露地域での研究結果は環境毒性学にとっても貴重で

あり, 今回の結果を踏まえたさらなる研究発展を期待する。 

本研究は, ダイオキシン曝露地域での胎児への影響について, 胎児曝露指標としての母

乳中ダイオキシン濃度の信頼性を証明し, そして胎児性ホルモン濃度との関係について, 

データの分布や交絡要因を考慮に入れた検討を行なっており, 丁寧かつ科学的検証に耐え

られる手法をとっている。 

 以上により，本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと認められる。 
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